
マイ・タイムラインを作りましょう。
マイ・タイムラインとは、大雨や台風のときに、自分がとる標準的な防災行動を
時系列的に整理するものです。地域の災害リスクを知り、災害が迫ったとき
の避難先やとるべき行動を事前に確認しましょう。

検索まつやまマイ・タイムライン

詳しくは、松山市のホームページへ。

0.5m 未満の浸水

●愛媛県防災メール
　 （事前登録が必要）

気象庁が発表する緊急地震速報・津波情報や市が発表
する避難情報などを対象エリアにいる携帯電話に一斉
送信します。事前の登録は不要です。 

●緊急速報メール・エリアメール

5.0～10.0m の浸水

3.0～5.0m の浸水

0.5～3.0m の浸水

わが家の防災メモ

□浸水無し　□0.5m未満　□0.5～3.0m　□3.0～5.0m　□5.0～10.0m

□氾濫流の想定区域内　□河岸浸食の想定区域内　□想定区域外

□12時間未満　□12時間以上1日未満　□1日以上3日未満　

浸 水 深

浸水継続時間

家 屋 倒 壊 等
氾濫想定区域

自宅の災害リスク

避 難 の 方 法 □屋内待機　□垂直避難（　　　階に避難）　□立ち退き避難

【メモ】避難時の持ち出し品などについて、記入しておきましょう。

避 難 場 所 自宅から避難場所
までの時間

避難の方法

避難場所

このハザードマップを参考にして、避難の方法を確認しましょう。

自宅から避難場所までの経路や時間を実際に歩いて確認しましょう。

貴 重 品

水 ・ 食 料

医療・衛生用品

避 難 用 品
道 具 類
衣 類
生 活 用 品

□現金　□印鑑　□健康保険証・預金通帳※コピー可

□飲料水　□携行食・非常食※ビスケット・缶詰など

□ヘルメット・防災ずきん　□懐中電灯　□スリッパ　□軍手　□ホイッスル

□携帯電話・充電器　□携帯ラジオ　□電池　□時計　□ロープ

□上着（防寒着）・下着・靴下　□雨具（レインコート）

□ウエットティッシュ・ティッシュ　□タオル　□ゴミ袋・ポリ袋　□レジャーシート

□服用している薬　□救急医療品　　□歯ブラシ・口腔ケア用品　□マスク　□消毒液
□液体せっけん　　□非常用トイレ　 □生理用品　 □入れ歯　　□眼鏡・コンタクト

非常時持ち出し品チェックリスト 下記はあくまでも一例です。各家庭の事情に合わせたものを用意しましょう。

家 族 の 名 前 連 絡 先

緊 急 連 絡 先 電 話 番 号
病院（　　　　　　　　　　）

ガス会社

電気会社

水道

いざというときの連絡先 松山市内の
市外局番は「089」です。

□消防（火災・救急・救助）
□警察（事件・事故）
□松山市消防局
□松山市災害対策本部（設置時）

（市外局番ナシ）

（市外局番ナシ）

119
110

926-9200
987-7000

火災・救急病院の問い合わせ（テレホンサービス）
□火災 925-6622 □救急病院 925-6633
災害用テレホンガイド（松山市消防局）
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松山市 総合政策部 防災・危機管理課
〒790-8571 愛媛県松山市二番町四丁目7-2
TEL .089 -948 -6793　 FAX.089-934-1813
ht tps://www.ci t y.matsuyama.ehime.jp/

防災気象情報の種類と内容を知る

災害発生のおそれが高まった場合、市や気象庁などから様々な情報が発表されます。これらの情報に注意し、段階に合わせた適切な行動をとりましょう。

災害発生の危険性を5段階でお知らせします

警戒レベル 市民の皆さんがとるべき行動 避難情報等 警戒レベル相当情報

警戒レベル5 災害が発生・切迫している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

緊急安全確保
（松山市が発令）※

氾濫発生情報
大雨特別警報 など

警戒レベル4 氾濫危険情報
土砂災害警戒情報 など

避難指示
（松山市が発令）

速やかに避難行動をとりましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所への避難や自宅
内のより安全な場所に避難しましょう。

危険な場所から
全員避難全員避難

危険な場所から
高齢者等は避難高齢者等は避難

警戒レベル3 氾濫警戒情報
大雨警報 など

高齢者等避難
（松山市が発令）

ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児など、
避難に時間のかかる人とその支援者は避難
行動をとりましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

警戒レベル2

警戒レベル1

大雨注意報など
（気象庁が発表）

早期注意情報
（気象庁が発表）

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

災害への心構えを高めましょう。

必ずしも、この順番で発
表されるとは限らない
のでご注意ください。

※可能な範囲で発令されるものであり、必ずしも発令されるものではないことに注意してください。

気象庁からの注意報・警報

大雨・洪水注意報 大雨・洪水警報 大雨特別警報

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量
となる大雨が予想される場合に発表されます。
すでに災害が発生している可能性が高く、大雨
特別警報発表までに避難することが重要です。

大雨により重大な災害が発生するおそれが
あるときに発表されます。

大雨により災害が発生するおそれがある
ときに発表されます。

危険水位について危険水位について
小野川の水位〈精農橋〉

氾濫危険水位 2.80m
避難判断水位 2.50m

水位標のゼロ点高15.0m

水
位
標
の
値（
水
位
）

（m）
7.0

5.0

3.0

1.0

-1.0

氾濫危険水位
2.8m

避難判断水位
2.5m

氾濫注意水位
2.3m

水防団待機水位
1.4m

氾 濫 危 険 水位：河川が氾濫するおそれのある水位
避 難 判 断 水位：避難情報の発表の目安となる水位
氾 濫 注 意水位：河川の氾濫の発生を注意する水位
水防団待機水位：水防団が待機する目安となる水位

〈警戒レベル4までに必ず避難〉
命の危険

直ちに安全確保

避難情報や気象警報の発表などの災害関連
情報を電子メールでお知らせします。 

●まつやま防災メール（事前登録が必要） 

登録用メールアドレス：
regist.matsuyama@mail.e-bousai.net 

登録用メールアドレス：
bousai.ehime-pref@
ehime-pref.ktaiwork.jp

スマートフォンなどをお持ちの方は、アプリで情報を
確認することができます。ひめシェルターでは、
避難所までの経路を事前に確認し、登録できます。 

●Yahoo!防災速報　●ひめシェルター ●松山市ホームページ
●松山市公式LINE
●松山市防災情報Facebook
●松山市防災情報Twitter

Facebook・Twitterでは松山市
からの情報をシェアしたり、
リツイートしたりすることで
情報を拡散できます。 

避難情報などの伝達、入手方法
松山市では、様々な方法で避難情報などを発信しています。
様々な情報の入手方法を知っていれば、いざというときにも役立ちます。
日ごろから確認して、自らの命は自らが守りましょう。

■大雨警報（浸水害）の危険度分布 ■洪水警報の危険度分布

■危険度分布の色が持つ意味と行動などの例
注意

〔警戒レベル2相当〕

今後の情報や周囲の状況、
雨の降り方に注意する。

安全確保行動をとる準備をし、
早めの行動を心掛ける。

重大な災害が発生している
可能性が高い極めて危険な状況。

河川水位などの状況も確認し、速やかに
立ち退き避難や安全確保行動をとる。

〔警戒レベル3相当〕 〔警戒レベル4相当〕 〔警戒レベル5相当〕

警戒

ハザードマップを使ってわが家の防災メモを完成させましょう！
地図を確認して、該当するところにチェックを記入しましょう。

非常に激しい雨非常に激しい雨

今後の情報等に留意

注意

警戒

危険

災害切迫高

低

危
険
度

今後の情報等に留意

注意

警戒

危険

災害切迫高

低

危
険
度

危険 災害切迫


